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１１月８日（金）６限に人権擁護委員のかたをお招きし、朝倉三恵様を講師として、「人権意識を

高める訪問授業」が行われました。朝倉様の実体験をもとに、「命の大切さ」「自分自身を大切にす

る」ということをお話していただきました。少し緊張感のある中で、朝倉様の皆さんに訴えかける

ような話し方、声色で体育館の空気が変わるのを感じた人も少なくないと思います。私自身、娘を

もつ父親として、朝倉様のお話に心ひかれ、目頭が熱くなりました。このような機会を設けていた

だいた人権擁護委員のかたへの感謝、朝倉様への感謝を忘れず、学校生活を送っていきましょう。 

訪問授業の振り返り感想文をいくつか紹介します。 

 

わたしたちがあたりまえに思っていることは、まさしさんにとっては、とても大切なことで、そ

れを聞いて、僕は毎日のちょっとした出来事を大切にして生きられるようにしたいと思いました。

また、まさしさんは２才から小児がんで過ごしていて、家族と過ごしている時間が少なかったとい

う人がいるのに、自分から命を絶つ人がいることは、とてももったいないことだと思いました。  

 

今日のお話を聞いて思ったことは、まさしくんの心の強さ、思いやりなどがとても強く感じるこ

とができました。私は嫌なことがおこったり、つらいな、楽しくないなと思ったりしたら全てマイ

ナにとらえてしまいます。しかし、まさしくんの前に進む姿や、周りのことを考える言葉を言って

いるところが、とても私の心に「ぐっ」とささりました。 

 

私は命はすごく大切だなと思いました。今、当たり前に兄妹とけんかをしたり、勉強してイライ

ラしたりするのは当たり前ではないということがわかりました。まさしくんの話していた「家に帰

ることがプレゼント」というのは、本当に心にささりました。親とけんかして家に帰りたくないと

きに、家のあたたかさを思って家族ときちんと話をしたいと感じました。 

 

 

 

１２月３日（火）からの４日間で、２学期保護者会が行われます。普段の学校生活での様子や、

ご家庭での様子などを短い時間ではありますが、お話できればと思います。また、冬休みの生活や

学習などを考える機会でもあります。少しでもお子さまの成長につながる保護者会にしたいと思い

ますので、気になるようなことがあれば、是非、担任にご相談ください。  

なお、保護者会の時間が１４時３０分開始の生徒までは、学校で待機で

きるようになっております。該当されるご家庭は、一度帰宅するのか、学

校で待機しているのかを、確認していただけると助かります。また、寒く

なることが予想されますので、防寒対策をしていただき、ご来校していた

だきたいと思います。 

 

 

 

 令和６年も１２月までやってきました。皆さんはどちらでしょうか。「あと１ヶ月しかない？」そ

れとも「まだ１ヶ月ある？」。中学校に入学して、８ヶ月が過ぎようとしています。

自分が想像していた中学生の姿になっていますか。やり残したことはないですか。

１年間を締めくくる大切な１２月です。最後の１ヶ月に小さな目標でもよいので

一つ考えてみてください。落ち着いた生活を送り、充実した冬休みになるように

していきましょう。 


